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４）前田幸男「社会調査個票デジタルデータの収集、保存、二次分析について」14th International Conference on
Digital Preservation. Kyoto, Japan, September 25-29, 2017，報告資料。ipres 2017.jp/wp-content/uploads/jtutorial_
maeda.pdf（2017年 12月 11日アクセス）






いと思われる。研究データの取扱いに関して、諸外国では資金提供機関が Data Management Plan
（以下 DMP）を要求することが多い。すなわち資金提供を受ける研究者は、研究計画の DMP の中
にデータの保存や公開について記述することが求められるのである。こうしたなかで日本でも、科
学技術振興機構（以下 JST）が 2017年 4月に「『オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱
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意義や必要性を十分認識しながらも、プライバシーへの配慮から、また調査協力者との固有の関係
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